
 

1 

©特許業務法人 HARAKENZO WORLD PATENT ＆ TRADEMARK,  All rights reserved. 

 
 

０．はじめに 

 シンガポールは、国土約 719 平方キロメートル（東京都 23
区程度の広さ）、人口約 561 万人（兵庫県ほどの人口）の国で、
主に中華系（74％）、マレー系（13％）、インド系（9％）の民
族からなる多民族国家であるが、人種問題や外交政策等をめ
ぐってマレー系中心のマレーシアから独立した経緯を持つ。
政治形態は義務投票制の民主主義であるが、建国以来人民行
動党の一党優位であり、準独裁といわれている。しかし、公
職における汚職についての少なさは世界トップクラスとなっ
ている。 

近年の経済動向は、2008 年～2009 年にはリーマンシ
ョックに端を発する世界金融危機の影響を受け経済が冷

え込んだものの 2010 年には急速に V 字回復を遂げており、ここ数年は緩やかな成長を続
けている。2015 年現在の GDP は 2,939 億ドルであり愛知県程度の経済規模ではあるもの
の、1 人あたりの GDP は 53,225 ドルと日本を上回っている。 

海外進出を進める上では、現地の法制を理解しておくことが肝要であり、とりわけ知的
財産法に関しては、もともと法改正が盛んな分野であり、また模倣品被害が深刻な問題と
なることからその重要性は高い。 

シンガポールの商標制度は、旧宗主国のイギリスの商標制度の流れを組み、使用主義ま
たはコモンローの考え方を残している。最新のシンガポールにおける商標に関する法規定
の施行日は、2007 年 7 月 2 日である。また、シンガポールは 2000 年にはマドリッド協定
議定書にも加盟している。 

 

【全 7頁】 

２０１７年 2 月 １日 



2 

©特許業務法人 HARAKENZO WORLD PATENT ＆ TRADEMARK,  All rights reserved. 

 
 

 


